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っし

ビ
ー
ヂ
一
つ
引
ヲ
を

平
塚
の
海
岸
は
、
約
五

J
M

に
わ
た
っ
て
砂
丘
と
松
林
が
続

く
、
湘
南
随

一
の
自
然
が
残
さ

れ
て
い
る
紫
朴
な
海
伴
で
す
。

四
年
前
こ
の
海
岸
で

「
サ
l
フ

阿
国
」
が
開
催
さ
れ
、
海
浜
で
の

遊
び
を
テ
1
マ
に
、
多
彩
な
行

事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
そ
の
時
の
ボ
1
ド

ウ
ォ

1
ク
を
利
用
し
て
、
砂
浜

で
の
ん
び
り
と
海
浜
裕
を
す
る

人
々
や
、
潮
風
の
さ
さ
や
き
を

聞
き
な
が
ら
ボ
I
ド
ウ
ォ

1
ク

の
散
策
を
楽
し
む
人
々
、
陽
気

で
快
活
な
声
を
あ
げ
て
ピ
ー
チ

ス
ポ
ー
ツ
に
興
じ
る
人
々
、
な

ぎ
さ
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い

る
人
々
な
ど
で
、
に
ぎ
わ
い
を

み
せ
て
い
ま
す
。

今
年
も
多
く
の
人
々
に
、
思

い
切
り
ピ
ー
チ
ラ
イ
フ
を
エ
ン

ジ
ョ
イ
し
て
い
た
だ
き
、
ピ
ー

チ
ス
ポ
ー
ツ
や
ピ
ー
チ
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
こ
う
と
、
「
湘
南
ひ
ら
つ
か

ピ
ー
チ
パ
1
ク
」
を
開
設
し
ま

す。
こ
の
ピ
l
チ
パ
ー
ク
は
、
多

様
な
ピ
ー
チ
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
と
と
も
に
、
二
十

一

世
紀
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
や
レ

ジ
ャ
ー
の
分
野
に
お
け
る
ニ

ュ

ー
ピ
ー
チ
ス
タ
イ
ル
を
創
出
し

よ
う
と
開
設
す
る
も
の
で
す
。

マ
期
間

7
月
初
日

3
8月
白

日
(
刊
日
間
)

ボ
ー
ド
ウ
ォ
!
ク
で
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安
全
な
管
理
を

管
理
セ
ン
タ
ー
に
は
、
市
職

員
を
始
め
、
管
理
指
導
員
や
ラ

イ
フ
セ
1
パ
ー
な
ど
も
詰
め
て

お
り
、
ピ
ー
チ
パ
ト
ロ
ー
ル
や

海
難
救
助
な
ど
、
利
用
者
の
身

の
安
全
と
管
理

・
運
営
を
行
い

ま
す
。安

心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
ゃ
な
ぎ

さ
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

臨
時
パ
ス
運
行

ピ
ー
チ
パ
ー
ク
会
場
へ
は
、

平
塚
駅
南
口
か
ら
な
ぎ
さ
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
を
立
っ
す
ぐ
南
へ
歩

い
て
十
分
で
す
。
ま
た
、
駅
・

南
口
か
ら
湘
南
海
岸
公
園
行
き

の
臨
時
パ
ス
が
発
車
し
ま
す
。

臨
時
駐
車
場
は
、
湘
南
海
岸

公
園
に
二
百
二
十
台
設
置
し
、

午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

出
場
者
の
募
集

海岸管理センター

• • • 七夕の清掃を続ける青年団
観光客のみなさんにクリーンな七夕

まつりを見ていただこうと毎年背年団

が清掃を続けている。取材は中野幸枝

(盟国本郷)さんにお願いした。

，:;， 畠

10日の朝 5時から清掃している青年団 .'  

.ー

今
年
も
、
七
月
十
日
に

平
塚
の
七
夕
を
気
持
ち
良

く
見
学
し
て
も
ら
お
う

と
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
朝

五
時
か
ら
約
四
百
人
が
参

け
ら
れ
て
お
り
、
潮
風
に
吹
か

れ
な
が
ら
ピ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
を

観
戦
し
た
り
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ピ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
に

は
、
ピ
ー
チ
パ
レ
l
コ
1
ト
八

面
と
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
コ
1
ト
一

面
、
ピ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
コ
1
ト

一
面
、
ピ
ー
チ
タ
ッ
チ
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
コ
l
ト
一
面
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

施
設
は
、
す
べ
て
仮
設
で
す

が
、
二
階
建
て
の
管
理
セ
ン
タ

ー
、
放
送
施
設
、
監
視
塔
ニ

基
、
ト
イ
レ
、
吏
衣
室
、
屋
外

シ
ャ
ワ
ー
八
基
な
ど
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
ベ

ン
チ
や
パ
ラ
ソ
ル
な
ど
も
あ
イ
ベ
ン
ト
は
、
左
表
の
と
お

り
、
先
着
順
で
順
次
使
用
で
き
り
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
な
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
す
臼
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、
使
用

べ

て

無

料

で

す

。

す

る

自

の

前

日

ま

で

に

予

約

し

な
お
、
管
理
施
設
は
現
在
仮
て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
空

設
で
す
が
、
十
月
か
ら
二
か
年

い
て
い
れ
ば
、
当
日
で
も
利
用

継
続
事
業
で
工
事
に
着
手
し
、
で
き
ま
す
。

ボ
ー
ド
ワ
ォ
l
ク
は
、
長
さ
張
り
の
広
場
で
、
九
日
川
張
り
出
来
年
の
耳
ま
で
に
は
、
新
し
い

・
問
い
合
わ
せ
海
岸
管
理
セ

三
百
二
十
目
、
幅
二
十
れ
の
仮
し
た
テ
ラ
ス
が
五
か
所
取
り
付
管
理
施
設
が
完
成
し
ま
す
。
ン
タ
l
屯
話
幻
|
六
六
七
三

一

一

し

刊

い

一

少

、

ま

日

い

∞

、

チ

チ

を

ム

行

チ

、

し

人

3

2

b

1

1

防

一

を

之

ム

芝

0

6

u

j

、
さ

(

{

付

チ

戦

レ

猷
「
わ

は

。

月

↓

、

て
だ

部

部

廿

-

勝

り

の

チ

。

録

す

8

タ

m
効

雌

航

)

初

刊

恨

桧

)

配

地

れ

パ引

)

府

川

三

日

・

ン

6

ら

会

芦

田

夕

食

カ

ヌ

日

の
ず
で

テ

畑

一

般

み

ム

人

か

い

山

駄

せ

ト

mw
即

噸

J

(

般

般

日

ル

(

般

日

ら

ス

一
の
一

5
日

(

管

わ

話

9

(

J

ひ

咽

一

一
6

一

日

一
ー
か

エ

回

一

n
チ
ム
日

ト

日

出

合

電

U
日

い
て

2

、

ー

、

f
7
、
、
日

フ

れ
式
加

8

一
地

一

叩

海

い

一

泊
ボ

h

コ

r
-r
iぷ出
刃

包
託
団

計

一一

(

チ

6

チ

ド

(

チ

チ

割

、
.
(

チ

子

日

の

受

コ

(

日

い
だ

J
F

、

(

チ

場

開……
二

限
切

ヱ

弔
問

3
町
一一

mw
Z
民

7

参

2

3
い

ヒ

8

参

れ

ピ

8

参

、

の

場

)

ヒ

7

土

出
わ

申

ピ

リ
同
一

ム
ム
て

・

・

刈
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・
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ム
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。
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・

チ

砂惨

““ 加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

掃
除
を
始
め
る
時
は

本
当
に
臭
く
て
、
汚
な
く

て
、
ホ
ウ
キ
と
チ
リ
ト
リ

で
は
と
て
も
取
れ
な
い
状

態
で
い
や
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
し
か
し
、
掃
除

を
し
た
後
の
道
路
は
と
て

も
す
が
す
が
し
く
、
き
れ

い
で
す
。
参
加
し
た
喜
び

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
七
タ
ク
リ
ー
ン
作

戦
の
呼
び
か
け
を
し
て
い

る
の
は
、
平
塚
市
青
年
団

協
議
会
で
す
。
青
年
団
が

自
主
的
に
始
め
た
活
動
を

市
民
の
み
な
さ
ん
が
賛
同

し
て
、
毎
年
続
財
て
い
る

の
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で

す。
市川
年
団
は
、
十
八
歳
か

.hら
三
十
歳
位
ま
で
の
若
者

• 

の
集
ま
り
で
す
。
協
議
会

が
で
き
て
三
十
八
年
目
で

す
。
現
在
は
、
吉
沢
地
区

(
四
十
七
人
)
金
団
地
区

(
二
十
三
人
)
真
土
地
区

(
三
十
二
人
)
の
三
地
区

だ
げ
で
、
会
員
が
減
少
し

て
い
る
の
が
悩
み
で
す
。

官
年
団
の
活
動
は
、
子

ど
も
大
会
、
盆
お
ど
り
、

地
区
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

大
会
、
公
民
館
ま
つ
り
等

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
成
人
式
の
手

伝
い
や
背
年
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
も
参
加
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
若
者
と
の
出
会

い
も
大
切
に
考
え
て
い
ま

す
。
団
員
相
互
の
交
流
は
、

地
区
内
だ
け
で
な
く
、
他

の
地
区
や
県
外
の
腎
年
団

と
も
行
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
は
、
松
本
市
や
北
海
道

の
青
年
団
と
交
流
を
し
ま

し
た
。今

年
度
は
、
お
互
い
の

立
場
に
立
っ
て
考
え
、
目

的
を
も
っ
て
活
動
す
る

「
ピ
ュ
ア
ハ

1
ト」

・
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
絶
え
ず

も
っ
て
活
動
す
る
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
の
二
つ
を
柱
に
、

活
動
し
ま
す
。
若
者
の
活

臨
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

.
 

• 
・



(2) 平成6年フ月寸 5日広報ひらつか

市
で
は
、
ご
み
を
減
ら
す
J

た

め
に
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
申
し
込
み
、

問
い
合
わ
せ

は、「
〒
加
平
塚
市
浅
間
町
九

ー
一
平
塚
市
環
境
衛
生
業
務

課
」
(
内
線
五
三

O
)
へ。

サ
マ

l
ス
ク
ー
ル

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
を

対
象
に
、
ご
み
に
つ
い
て
の
宿

題
や
自
由
研
究
な
ど
の
お
手
伝

い
を
し
、
環
境
に
対
す
る
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
ク
リ

ー
ン
サ
マ
l
ス
ク
ー
ル
を
聞
く
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
お
申
し
込
み
を
。

マ
実
施
日

7
月
れ
日
1
8月

お
日
の
毎
週
木
曜
日

・
時
間

午
後
2
時
1
3時

マ
会
場

環
境
衛
生
業
務
課

(
市
役
所
新
館
)

平和を願い灯ろう流し

平
探
市
に
は
、
昭
和
二
十
年

七
月
十
六
日
に
空
襲
を
受
町
、

市
街
地
の
戸
数
の
約
七
割
を
焼

失
す
る
と
い
う
悲
し
い
歴
史
が

あ
る
。
こ
の
惨
禍
を
繰
り
返
す

こ
と
の
な
い
よ
う
、
昭
和
六
十

年
に
「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
」

を
宣
言
し
、
以
来
様
々
な
平
和

を
願
う
郁
撲
を
繰
り
広
げ
て
い

る
。
今
年
も
平
和
月
間
(
七
月

十
五
日
1
八
月
二
十
一
日
)
の

期
間
中
、
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
催
し
を
行
う
の
で
、
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
ご
参
加
を
。

マ
平
和
普
及
展

7
月
日
日

(金

)1
n日
(
金
)
、
午
前
8
時

初
分
1
午
後
5
時
、
市
役
所
市

民
ホ
l
ル

第 531号

生
ご
み
処
理
器
を

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
ご
み

を
減
ら
す
た
め
、
今
年
も
生
ご

み
処
理
器
の
あ
っ
せ
ん
販
売
、

お
よ
び
使
用
説
明
会
を
各
公
民

館
で
行
う
。
購
入
申
込
曹
の
配

布
や
説
明
会
の
日
程
の
案
内
な

ど
は
、
自
治
会
を
通
し
て
お
知

ら
せ
す
る
。

乙
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
購
入

を。プ
レ
サ
イ
ク
ル
標
語
を

プ
レ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
前
の
段
階
、
つ
ま

り
物
を
購
入
す
る
時
点
で
い
か

に
ご
み
を
減
ら
そ
う
か
と
考
え

る
こ
と
。
ご
み
を
生
ま
な
い
生

活
ス
タ
イ
ル
を
作
り
上
げ
て
い

く
た
め
の
標
語
を
、
ぜ
ひ
お
寄

せ
い
た
だ
き
た
い
。

マ
応
募
資
桔
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
方

マ
応
募
規
定
①
1
人
2
点
以

内

②

1
点
却
字
以
内

マ
募
集
期
間

8
月

1
日

(月
)
3
9
月

μ
目
(
土
)

応
募
は
、
は
が
き
に
作
品
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
環
境
衛
生
業
務
課
へ
。

五
か
国
語
の
パ
ン
フ
を

市
で
は
五
か
国
語
(
英
語
、

韓
国
語
、
中
国
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
)
の
、
ご

み
の
出
し
方
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
り
、
お
配
り
し
て
い
る
。

ご
み
の
出
し
方
が
分
か
ら
ず

に
困
っ
て
い
る
外
国
人
を
見
か

け
た
ら
、
部
境
衛
生
業
務
課
ま

で
ご
連
絡
を
。

マ
平
塚
空
襲
の
日
市
民
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

7
月
刊
日
(土
)
、
午

後
2
時
却
分
1
4時
、
平
塚
駅

周
辺

マ
広
島
長
崎
被
爆
写
真
展

8

月
2
日
(
火
)
1
9
日
(
火
)
、
午

前
8
時
叩
分
《
》
午
後
5
時
、
市

役
所
市
民
ホ
1
ル

マ
平
和
灯
ろ
う
流
し

8
月
日

日
(
火
)
、
午
後
6
時
却
分
i
8

時
、
金
目
川
観
音
橋
下
の
河
原

※
問
い
合
わ
せ
先
総
務
課
法

令
審
査
担
当
(
内
線
七
八
三
)

音
楽
の
都
ウ
ィ

ー
ン
の
訪
問
を

ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
ー
事
業

迎
営
蚕
員
会
で
は
、
音
楽
の
都

ウ
ィ
ー
ン
を
訪
問
す
る
ツ
ア
ー

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

マ
日
程

9
月
四
日
(
月
)i
羽

田
(
月
)

マ
定
員

30 
人
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五
月
三
十
日
か
ら
開
会
さ
れ

た
市
議
会
六
月
定
例
会
は
、
六

月
二
十
日
審
議
を
終
え
閉
会
さ

れ
た
。
今
回
は
補
正
予
算
や
工

事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
十
件

の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

〔
土
屋
霊
園
条
例
の
一
部
改
正
】

新
た
に
整
備
し
た
芝
生
墓
地

二
百
十
九
基
の
公
募
に
当
た

り
、
近
隣
各
市
と
の
均
衡
等
を

考
慮
し
て
使
用
料
お
よ
び
管
理

料
を
引
き
上
げ
た
も
の

〔
工
事
請
負
契
約
の
締
結
}

・
南
防
波
堤
I
工
事
そ
の
4
・:

二
億
六
千
五
百
七
十
四
万
円

契
約
先
東
亜
建
設
工
業
(
株
)

横
浜
支
居

-
南
防
波
堤
日
工
事
そ
の
3
・:

一ニ
億
百
七
十
九
万
円
契
約
先

東
亜
建
設
工
業
(
株
)
横
浜
支
庖

.
北
金
目
長
持
幹
線
築
造
工
事

そ
の
2
:・
四
億
二
千
二
百
三
十

万
円
契
約
先
東
洋
建
設

(株
)
横
浜
支
庖

・
仮
称
日
向
岡
ト
ン
ネ
ル
獲
備

工
都
・
・・
三
十
七
億
九
千
四
十
万

円
契
約
先
東
急
・
湘
南
建

設
共
同
企
業
体

-
北
金
目
長
持
幹
線
築
造
工
事

そ
の
4
・:
三
億

一
千
四
百
十
五

万
円
契
約
先
(
株
)
白
石

小
、
中
、
高
校
生
な
ど
宵
少

年
本
人
の
悩
み
に
つ
い
て
、
親

や
先
生
に
代
わ
っ
て
専
門
の
相

談
員
が
話
を
聞
き
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。

平
成
五
年
度
の
い
た
ず
ら
や

無
言
電
話
を
除
く
実
際
の
相
談

件
数
は
、

一
千
二
百
二
十
三
件

で
、
そ
の
内
女
子
か
ら
の
相
談

マ
参
加
費

四
十
三
万
七
千
円

マ
応
募
期
限

8
月
刊
日
(
水
)

マ
申
込
先
同
連
常
委
品
会
郁

務
局
(
市
民
セ
ン
タ
ー
内
)

・
電

話

詑

l
ニ
二
三
五

緑
化
標
語
を
募
集

「花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
、
緑
化
都
揺

を
募
集
す
る
。
応
募
は
、
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、

性
別
、

学

校
(
勤
務
先
)
名
、
学
年
(
年

齢
)
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て

一T
m平
塚
市
浅
間
町
九

l
一

平
塚
市
み
ど
り
公
阻
繰
み
ど
り

横
浜
支
庖

【
一
般
会
計
補
正
予
算
}

今
回
の
補
正
額
は
、
六
千
二

百
七
十
九
万
一
千
円
で
、
既
定

予
算
額
と
合
わ
せ
た

一
般
会
計

の
予
算
規
模
は
、
七
百
十
二
億

二
千
二
百
七
十
九
万
一
千
円
と

な
っ
た
。

・
主
な
内
容
河
口
航
路
維
持

工
事
費
の
追
加
、
土
屋
霊
園
の

基
本
設
計
調
査
委
託
料
、
C
A

T
V
引
込
線
工
事
負
担
金

推
進
係
(
内
線
四
二
五
)
へ
。

マ
テ
l
マ
①
植
樹
や
緑
化
の

意
識
が
高
ま
る
も
の
②
市
民

の
木
「く
す
の
木
」、
市
民
の
花

「な
で
し
こ
」
を
紹
介
す
る
も

のマ
応
募
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
方

マ
応
募
作

品

①

1
人
2
点
以

内

②

1
点
印
字
以
内

マ
応
募
期
限

9
月
9
臼
(
金
)

青
少
年
海
外
派

遣
団
員
ガ
決
定

今
年
度
の
市
背
少
年
海
外
派

遣
団
の
団
員
が
決
ま
っ
た
。

一
行
は
八
月
三
日
か
ら
十一

日
ま
で
の
九
日
間
、
姉
妹
都
市

で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ロ
ー

レ
ン
ス
市
ほ
か
を
訪
問
し
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
し
て
現

地
の
人
々
と
の
交
流
を
深
め
、

そ
の
結
果
を
市
内
で
の
背
少
年

活
動
に
役
立
て
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

マ
団
員

出
川
宗
司
(
山
城
中

-
年
)
、
白
谷
愛
子
(
浜
岳
中
2

年
)
、
佐
藤
香
奈
子
(
金
旭
中
2

年
)
、
田
中
庸
子
(
江
陽
中
2

年
)
、
松
元
大
輔

(
旭
陵
中
3

年
)
、
武
井
良
友
(
大
野
中
3

年
)
、
鈴
木
雅
子
(
土
沢
中
3

年
)
、
鳥
海
英
里
(
大
磯
高
1

年
)
、
岩
田
光
宏
・
山
田
奈
津
子

(
平
塚
江
南
高
1
年
)
、
重
田
祐

(
城
東
日
1
年
)
、
乾
其
提
(
桐

蔭
学
園
高
1
年
)
、
原
藤
其
紀

(
平
塚
農
業
高
2
年
)
、
奈
須

野
勝
亮
(
平
塚
江
南
高
2
年)、

西
岡
真
作
人
(
大
原
高
2
年
)
、

清
田
仁
美
(
旭
丘
高
3
年
)

青
少
年
相
談
の

出
張
窓
口
開
く

青
少
年
相
談
室
で
は
、
よ
り

身
近
な
場
所
で
相
談
を
お
受

け
す
る
た
め
、
出
張
相
談
窓
口

を
聞
く
。
な
お
、
会
場
で
は
非

行
化
防
止
パ
ネ
ル
展
も
聞
か
れ

る
。
ご
利
用
を
。

マ
日
時

7
月
却
日
(
金
)
午
前

日
時
1
午
後
4
時

マ
会
場

旭
南
公
民
館

る遥八
と関 相

係 談九
;亙 が内軒
」多 容とこ
、く はな

次、小つ
中 学 て

市民センター 2階にある青少年相談室 い学生い
て生でる

のヤングテレホンは、青少年の悩みごと 「 には
にお答えする電話。 こ利用を。 身な友

マ時午マに多不 十ち年がイホ特 性は体
屯)前受、い安楽三込相、スン性気」ー」
話 S 9 付ぜ季なし件む談内をでを軽の性が
番午時日ひ節 気い)も室容中は生に順 」多
号後(時相。 持 夏 も の で に 、 、 脅 か相と「く

6 土 談ひち 休あ (のよど少し談な家 な
33時 曜 月 を とにみる平面 つ史年、 で つ族 り
I 30 日 1 。りなは。成接 て 汀 ヘ ヤきて闘
七分は土 でる 、 五相はつのン るい係日
八 午昭 悩こま 年談、てアグ 電る」校
三 後日 まとた 度に背いドテ 話。「生
o 1 の ずも 、 で 持 少るパレ の 異で

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

青少年椴談窓

は
六
百
二
十
五
件
(
五
一
許
可

年
齢
別
で
は
、小
学
生
が
四
0
・

四
軒
、
中
学
生
三
六

・
九
軒、

高
校
生

一
三

・
八
軒
、
そ
の
他

市
民
相
験
室
(
市
役
所
)
お
l
一
一
一
一
・
内
線
二
九
三

O
人
権
法
律
相
般
・行
政
相
般

7
月
四
日
(
火
)
、

8
月
2
日

(火
)
日
時
S
M時

。
一
般
法
律
相
談
毎
週
水
曜
日
日
時
1
M時
、
予
約
制

8
月
は
休
み

O
登
記
供
託
測
量
相
股

8
月
ロ
日

(
金
)
日
時
i
m時

。
住
宅
相
鍛

7
月
四
日

(火
)
日
時
1
M時

。
発
明
考
案
特
許
相
餓

8
月
8
日
(
月
)
叩
時
3
日
時

。
下
摘
取
引
相
股

7
月
白
日
(
木
)
日
時
初
分
S
M時

。
定
例
年
金
相
般

8
月
日
日
(
木
)
叩
時
3
日
時

。
消
費
生
活
相
談
毎
週
金
曜
日
9
時
S
M時

。
一
一
般
市
民
相
政
毎
週
月
5
金
曜
臼
9
時
S
M時

青
少
年
相
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)
M
l七
三
一
一

O
青
少
年
相
桜
毎
週
月

t金
曜
日
9
時
i
u時
却
分

。
悩
み
ご
と
は

，ヤ
ン
グ
テ
L
Kホ
ン
。
お
l
七
八
三
O

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
i
u時
却
分
(
土
曜

日
は
日
時
i
M時
泊
分
)

福
祉
会
館
お
l
二
三
三
三

。
専
門
(
法
律
、
金
融
、
住
宅
、
医
療
)
相
談

9
月
8
日
(
木
)

日
時
初
分
1
日
時
泊
分
、
予
約
制

8
月
は
休
み

O
生
活
支
援
相
鍛
毎
週
月
3
金
咽
日
8
時
却
分
5
口
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

毎
週
月
5
金
曜
日
8
時
却
分
3
口
時

。
結
婚
相
政

毎
週
日
昭
回
目
時
1
日
時
(第
3
日
昭
臼

は
除
く
)

O
母
子
相
践

毎
週
月
1
金
昭
臼
9
時
i
M時

。
家
庭
児
童
相
談
毎
週
月
5
金
曜
日
9
時
i
M時

。
婦
人
相
股

8
月
日
日
(
木
)
叩
時
5
日
時

〈主
高
齢
者
職
業
相
談

毎
週
月
5
金
昭
臼
9
時
泊
分
1
同
時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

(崇
饗
小
学
校
北
側
)

お

l
六
O
一二

毎
週
月
，.、
金
曜
日
9
時
5
口
時
(
電
話
に

よ
る
相
談
は
毎
週
月
1
土
曜
日
9
時
1
口

時
)
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教
育
委
員
会
で
は
、
日
ご
ろ

の
文
芸
活
動
の
成
果
を
発
表
し

て
い
た
だ
く
市
民
文
芸
「
互
の

部」

の
作
品
を
募
集
す
る
。

市
で
は
、
夏
休
み
を
利
用
し

て
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
を
と

案
内
す
る
「
親
子
施
設
見
学
会
」

の
参
加
者
を
募
集
す
る
。
申
し

込
み
は
、
電
話
で
広
報
広
聴
課

(
内
線
三
一
四
)
へ
。
先
着
順

マ
実
施
日

7
月
羽
目
(
金
)
、

8
月
2
日
(
火
)
の
2
回

マ
コ
l
ス
市
役
所
(
午
前
9

時

)
1湘
南
平

1
遠
藤
原
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場

1
び
わ
背

少
年
の
家
(
昼
食

)
3妙
円
寺

(
銭
洗
い
弁
天

)
5平
塚
競
技

場

1
博
物
館
(
午
後
3
時
泊
分
)

マ
定
員
各
国
親
子
印
人

マ
持
参
す
る
物
弁
当
、
雨
具

市
民
文
芸
の
作
品
募
集

平 成6年ア月司 5日(3) 

マ
部
門
お
よ
び
題

・
俳
句
「
互
依
料
」、

「
熱
和
」

1
人
3
句
ま
で

・
短

歌

「

春

・
互
の
雑
詠

そ
の
他
」

1
人
2
首
ま
で

・
川
柳

「
暑
(
し
ょ

・
あ
っ
)
」

表
現
自
由

1
人
3
句
ま
で

・
現
代
詩

題
は
自
由
、

1
人

1
編

マ
応
募
資
格

市
内
に
お
住
ま

づ」

今
年
六
月
二
十
日
か
ら
法
律
一
の
う
ち
、
持
ち
主
に
返
さ
れ
た

が
一
部
改
正

・
施
行
さ
れ
、
自

一
の
は
四
千
百
七
十
八
台
で
、
六

転
車
の
防
犯
登
録
が
義
務
化
さ

一

四

・
二
軒
の
返
還
率
だ
っ
た
。

れ
た
。
こ
れ
は
、
撤
去
し
た
放
一

置
自
転
車
を
所
有
者
に
早
く
返

す
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
。

市
で
は
条
例
に
基
づ
き
、

駅

周
辺
を
放
置
禁
止
区
域
に
指
定

し
、
放
置
自
転
車
を
撤
去
・
保

管
(
ニ
か
月
)
し
て
い
る
が
、

所
有
者
の
引
き
取
り
が
な
い
場

合
は
リ
サ
イ
ク
ル
、
ま
た
は
廃

棄
処
分
し
て
い
る
。
平
成
五
年

度
に
撤
去
し
た
六
千
五
百
三
台

防
犯
登
録
が
さ
れ
て
い
な
い

と
所
有
者
が
判
明
し
な
い
ま
ま

処
分
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
自

転
車
を
購
入
す
る
時
は
必
ず
登

録
を
。
な
お
、
以
前
に
購
入
し

た
自
転
車
で
防
犯
登
録
し
て
い

な
い
も
の
も
、
と
の
機
会
に
お

近
く
の
自
転
車
庖
で
登
録
を
。

・
問
い
合
わ
せ
先
交
通
安
全

課
(
内
線
二
五
五
)

交
通
事
故
を
防
ご
う

七
月
二
十

一
日
(木
)
か
ら
三

十
日
(
土
)
ま
で
の
十
日
間
、

「
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
立
を

楽
し
く
安
全
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
互
の
交
通
事
故
防
止
迎

動
が
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
る
。

次
の
点
に
特
に
ご
注
意
を
。

高
山
市
ヘ
招
待
を

ω歳
の
ひ
だ
さ
ん
と
た
か
や
ま
さ
ん

高
山
本
線
全
通
・
高
山
駅
開

業
六
十
周
年
を
記
念
し
て
、
次

に
該
当
さ
れ
る
方
が
本
市
の
友

好
都
市
で
あ
る
岐
阜
県
高
山
市

へ
招
待
さ
れ
る
。
申
し
込
み
は
、

住
民
票
の
写
し
、
ま
た
は
運
転

免
許
証
の
コ
ピ
ー
な
ど
生
年
月

日
が
確
認
で
き
る
も
の
を
持
っ

て
市
役
所
交
流
親
善
課
(
内
総

五
九
七
)
へ
。
抽
せ
ん

マ
平
成
6
年

9
月
1
日
現
在
満

印
成
の
「
ひ
だ
」
さ
ん
、
「
た
か

や
ま
」
さ
ん

・
日
程

9
月
四
日
(
月

)sn

日
(
水
)、

2
泊
3
日
'

-
過
労
連
転
、
無
謀
運
転
は
絶

対
に
し
な
い

・
子
供
と
高
齢
者
に
注
意

・
シ
1
ト
ベ
ル
ト
活
用
の
徹
底

.
自
転
車
利
用
マ
ナ
ー
を
守
る

※
問
い
合
わ
せ
先
交
通
安
全

課
(
内
線
六
四

O
)

国
民
笠
宮
の

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
と
、
思
い
が
貯
な
い

事
故
に
迎
っ
て
し
ま
っ
た
時
に

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
を
受
げ
ら
れ
な
い
ば
か
り
か

将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
も
受
甘

ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
出
て
来

て
し
ま
う
。
保
険
料
の
納
め
忘

れ
に
は
、
ご
注
意
を
。

国
民
年
金
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
保
険
年
金
課
年
金
係

(
内
線
二
五
ご
へ
。

マ
保
険
料
の
納
付
免
除
制
度

病
気
、
失
業
、
営
業
不
振
な

ど
で
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困

難
な
方
、
ま
た
、
学
生
の
場
合

は
親
元
世
帯
の
所
得
状
況
に
よ

っ
て
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
る
。

中
小
企
業
融
資

の
個
別
相
談
会

マ
相
談
機
関
国
・県
・市
の
担

当
部
署
、
平
塚
商
工
会
議
所
、

県
信
用
保
証
協
会
な
ど

コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
者

観
光
風
景
写
真

平
塚
の
四
季
折
々
の
風
公
や

行
事
を
レ
ン
ズ
で
と
ら
え
て
い

た
だ
く
別
湘
南
ひ
ら
つ
か
観
光

風
景
カ
ラ
1
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

が
聞
か
れ
た
。

推薦作品「初夏の湘南潮来」

応
募
総
数
三
百
七
十
二
点
、

よ
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

(
敬
称
略
)

マ
推
薦
「
初
耳
の
湘
南
潮
来
」

寺
山
記
臣
(
藤
沢
市
)

マ
特
選
「
雪
の
八
幡
山
公
園
」

山
口
高
次
(
花
水
台
)

マ
平
塚
八
長
江
飯
田
一
芳

・

石
井
清
一
・
石
井
崇
(
横
浜

市
)
、
鬼
沢
優
子
(
藤
沢
市
)
、
杉

内
ア
イ
(八
盟
咲
町
)
、
た
か
せ

喜
口
(
明
石
町
)
、
寺
川
仁
(
宝

町
)、

深
沢
俊
春

(湯
ケ
原
町
)

ぃ
、
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て

紙
)
に
哲
く
こ
と
⑤
市
外
に

・
応
募
期
限

8
月
白
日
(
水
)

い
る
方

お
住
ま
い
の
方
は
勤
務
先
(
学

マ
平
成
6
年
刊
月
お
日
現
在
で

マ
応
募
要
領
①
未
発
表
の
本
校
)
名
を
普
く
こ
と

満
年
齢
の
合
計
が
印
歳
の
ご
夫

人
の
作
品
で
あ
る
こ
と

②

部

マ

応

募
期
限

8
月
1
日
(
月
)

婦

門
ご
と
に
別
の
は
が
き
(
詩
は

必
着

・
日
程
叩
月
お
日
(
火

)s
u

原
稿
用
紙
)
を
使
う
こ
と
③
マ
応
募
先

〒
加
平
塚
市
豊
原
日
(
木
)
、

2
泊
3
日

か
い
冊
目
で
明
確
に
暫
く
こ
と

町
2
l幻
平
摩
市
教
育
委
員
・
応
募
期
限

9
月
初
日
(
金
)

@
部
門
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
会
社
会
教
育
課
(
内
線
五
二
四
)

番
号
は
、
は
が
き
の
表
(
詩
は
別

蒸
気
機
関
車
写
生
会

文
化
公
園
に
保
存
さ
れ
て
い

マ
日
時
毎
月
第
3
木
昭
目
、

午
後
1
時

1
4
時

マ
会
場
平
塚
商
工
会
綿
所
3

階
大
ホ
1
ル

天
城
山
荘
の
年

末
年
始
の
受
付

ひ
ら
つ
か
天
城
山
荘
で
は
、

年
末
年
始
(
十
二
月
三
十
一
日

3
一
月
五
日
)
の
利
用
申
し
込

み
を
受
け
付
け
る
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、
七
月
二
十
九
日
(
金
)

ま
で
に
往
彼
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
利
用
人
数

(
大
人
、
小
人
)
、
宿
泊
日

(
O月
O
白
か
ら
O
泊

0
日
間
)

を
記
入
し
て
岡
山
荘
(
〒

ω
l

n
静
岡
県
田
方
郡
天
城
湯
ケ

島
町
上
船
原
一
一

ニ
O
l
一
・

電
話

O
五
五
八

l
w
l
一
O
五

O
)
へ。

抽
せ
ん

マ
宿
泊
室
一
般
室
8
室
、
家

族
室
4
室

マ
宿
泊
料
(
通
常
料
金
の
千
円

増
し
で
1
泊
2
日
の
料
金
は
次

る
D
臼
型
蒸
気
機
関
車
の
写
生

会
が
、
五
月
二
十
二
日
に
聞
か

れ
た
。
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち

が
思
い
思
い
に
描
い
た
作
品
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
入
賞
作
品
目

十
三
点
は
、
七
月
十
五
日
(
金
)

か
ら
二
十
二
日
(
金
)
の
午
前

中
ま
で
、
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

に
展
示
さ
れ
る。

応
募
総
数
は
百
六
十
九
点
。

O
特
選
者
の
紹
介

(
敬
称
略
)

・
佐
藤
麻
依

(
な
で
し
こ
幼
稚

園
)
、
佐
藤
み
ど
り
(
富
士
見

小
学
校
1
年
)
、
米
由
美
紀
(
崇

普
小
学
校
2
年
)
、
石
川
県
林

(
崇
普
小
学
校
3
年
)
、
相
原
英

聴
(
花
水
小
学
校
4
年
)
、
佐
柄

正
太
(
富
士
見
小
学
校
5
年)、

山
田
呑
織
(
崇
普
小
学
校
6
年
)

の
と
お
り
)

一
般
室
大
人
五
千
九
百
二
十

五
円
小
人
五
千
四
百
五
円
、

家
族
室
大
人
六
千
四
百
三
十

五
円
小
人
五
千
九
百
二
十
五

円
こ
わ
い
花
火
火
災

夏
は
花
火
の
シ
ー
ズ
ン
だ

が、

取
り
扱
い
上
の
不
注
意
か

ら
毎
年
火
災
な
ど
の
事
故
が
多

く
起
き
て
い
る
。
楽
し
く
花
火

遊
び
を
す
る
た
め
に、

次
の
点

に
ご
注
意
を
。

・
花
火
に
告
い
で
あ
る
遊
び
方

を
よ
く
一山叫
ん
で
必
ず
守
る

・
花
火
は
燃
え
や
す
い
物
の
あ

る
場
所
で
遊
ば
な
い

底
舗
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
六
年
度
平
塚
庖
舗
コ
ン

ク
ー
ル
参
加
庖
を
募
集
す
る
。

マ
参
加
資
格
①
市
内
で
過
去

1
年
以
上
物
品
販
売
業
お
よ
び

飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
ん
で

い
る
こ
と
②
資
本
金
の
額
ま

た
は
出
資
の
総
額
が

一
千
万
円

以
下
の
法
人
、
ま
た
は
常
時
使

用
す
る
従
業
員
が
印
人
以
下
の

法
人
お
よ
び
個
人
③
過
去
3

年
間
当
骸
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
口

し
た
こ
と
が
な
い
こ
と

マ
申
込
期
限

8
月
5
日
(
金
)

マ
申
込
先
商
業
観
光
課
商
業

係
(
内
線
五
六
二
)

ー・ ル・7月納期の市税・手数料 I f 

i ・対象税等 f 

-固 定資 産税 (第 2期)

1 ・国民健康保険税(第 2期)

・国民年金保険料(第 4期)

r .消掃 し尿 従1立手 数料(第 4期)

.納期最終日 8月 1日伺)

'94r国際家族年Jrこ新しい家庭像を考えよう

。時間午前10時"'12時
。会場 MNピル11階

スカイプラザ第 l会議室

。講師村瀬春樹

ゆみこ・なが¥，いむらせ
各講座30人

第 1回講座 8月 19日(金)
生活文化に見る女の役割・男の役割

第 2回講座 8月25日(木)
おもしろデーターに見る女の役割・男の役割

第 3回講座 9月 6日(火)
現代家族に見る女の役割・男の役割

。定員

。申し込み
7月18日から7包括で各講座ご

とに受け付けます。保育希望

の方は申し出を。先着順

・屯揺れー7500

女性行政推進室

B席 3.000円(小・中・高校生はA.B席

に限り2.000円、市民センターで発売〉

く>前売り 7月24日(日〉午前10時から市

民センタ一、ヤンレイレコード(ラスカ

4 F)、稲元良楽器量l苫、サクラ密庖コミ

ック館、チケッ トぴあ(長崎屋 4F)、

花 水轡l苫、チケットセゾンで販売。

・電話予約 26日から市民センターへ

・問い合 わ せ市民センタ ー電話32-

2235 

日時 10月 9日(日)

開場午後 1時30分、開演2時

会場市民センター

・出演 指 揮松尾葉子、ピア ノ綴山幸雄

・曲目 チャイ コ フスキープログラム

ピアノ協奏曲第 1番OP.23

三大バレエハイラ イト「白鳥の湖」ほか

0入渇料 S 府 4.500円、 A席 4.000円、
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マ
:
:
:市
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
・
:
ム

マ
:・
わ
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
毎
年
二
回
(
六
月
と
十
二
月
)
財
:
・ム

マ
:・政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
平
成
五
年
度
一
般
会
計
予
算
を
中
:・
ム

マ
・:
心
に
お
知
ら
せ
す
る
。
詳
し
く
は
財
政
課
(
内
線
三
五
三
)
に
お
尋
ね
を
。
:
:
:
ム

4主'OOCl>":l浄:41

量る

市税市民 1人当たりに

使われた予算と納

められた市税
1一般会計予算 の目的別歳出 1
1;を平成 6年 3月末日の人口 1
， 251.954人で割ったもの f

消防費

/
ぷ

い
「

も

一

ハゴ
d
b

一
円

L
F
I
t、川区
/

-

5

9
r
l
H
AU
Y

'

一O

E
2
3
3
A
こ
j

r
r
I』
『
「
L
E
J
p
h
t
a
-
う
&

，，，f
1
1

・Fh
n

v

w

J

・'-
1
4

農水質

色ン匁"1A._.0 
b必晶.，:tO/定Y、審議

衛生食

予
算
総
額
は

170.950円

市
債
と
一
時
借
入
金

14，119円40.385円42，929円47，935円82.8671"] 

な
ど
の
た
め
に
五
十
七
億
三
千

百
八
十
五
万
円
、
特
別
会
計
で

は
下
水
道
事
業
な
ど
に
九
十
五

億
四
千
百
二
十
万
円
で
、
合
計

す
る
と
百
五
十
二
億
七
千
三
百

五
万
円
と
な
る
。

ま
た
、
一
時
借
入
金
は
、
市

債
な
ど
の
依
存
財
源
の
収
入
が

出
納
整
理
期
間
(
四
月
一
日

1
五
月
三
十
一

日
)
に
集
中
す

る
た
め
、
資
金
不
足
を
来
す
年

度
末
な
ど
に

一
般
会
計
で
二
十

六
億
円
、
競
輪
事
業
会
計
に
お

い
て
競
輪
の
開
催
迎
蛍
資
金
に

充
て
る
た
め
十
二
億
の
借
り
入

れ
を
行
っ
て
い
る
。

市
育
財
産
の
状
況

平
成
六
年
三
月
末
の
市
有
財

産
は
、
六
千
四
百
八
十
九
億
二

千
二
百
八
十
三
万
円
。
平
成
五

年
九
月
末
の
公
表
価
格
に
比
べ

る
と
、
四
十
二
億
一
千
九
百
九

十
三
万
円
増
え
て
い
る
。

主
な
内
容
は
、
其
土
大
塚
山

公
園
な
ど
の
土
地
の
取
得
、
消

113億 339万円

106億 9，971万円

99億 529万円

25億 3，009万円

13億 8，000万円

9億 6，585万円

9億 6，092万円

8億 8.115万円

5億 4.689万円

3億 3.587万円

市民病院事業

国 民健康保険事業

老 人保健医療事業

火 葬場強制事業

生活 保鰹法に基づく扶助費

身 体間 信者 ・精神薄弱者福祉 対策経費

保脊所等児童措置 費

老人 制祉施設入所委託経費

消防旭出張所新築事業

ごみ収集経質

生活・福祉環境づく り

産業・経済環境づくり

合平成 5年度予算の執行状況 {平成 6年 3月末現在 ・千円単位で四捨五入)

会計 別 予算 現 額 収入済額 支出済額

一般会計 807億 4.544万円 685億 9.812万円 678億 8.256万円

特別会計 8261意3.749万円 691億 6.417万円 685億 155万円

競輪事業 394億 4，476万円 381億 6，808万円 355偲 3.331万円

国民健康保険事業 106偲 9，9H万円 100偲4，893万円 89億 5，757万円

都市改造事業 3偲 5，286万円 3億 9，481万円 3億 5.097万円

下水道事業 177億 5，236万円 100億 7，975万円 132億 9.390万円

都市施設用地取得事業 33億 5，905万円 4億 1，905万円 4億 749万円

食肉センター 1偲 2.111万円 1億 617万円 9.952万円

交通災工芸共済事業 6，825万円 6，825万円 6，713万円

水産物地方卸売市場事業 3，662万円 3，641万円 3，074万円

総合公園用地取得耶業 8億 9，747万円 8億 9，747万円 8億 9，747万円

老人保健医療事業 99億 530万円 89億 4，525万阿 部億6，345万円

合 計 1.633億 8.293万 円 上377憶 6.229万円 1.363億 8.411万 円

※ ζ の表の中で、歳入と歳出の予算現額に対して収入済額と支出済額が100窃にな

っていないのは、未収入や未払い分があるためで、これらは 5月31日までの出納盤理

期 間 中 に整理されてい る。

防
旭
出
張
所
な
ど
の
建
物
の
新

築
、
(
株
)
ベ
ル
マ
1
レ
平
塚

の
株
券
の
取
得
な
ど
。

ま
た
、
基
金
(
現
金
分
)
に

つ
い
て
は
積
み
立
て
や
、
取
り

14億 1，091万円

4億 9.337万円

4億 6，276万円

3億 8，125万円

9億 4，440万円

7億 9.975万円

4億 1，467万円

3億 8，570万円

3億 5，001万円

漁 港盤備事業

中小企業金融対策経世

勤労者金融対策事業

農業環境総合整備事業

教育・文化環 境づくり

春日野中学校長内運動場等新改築事提

花水小学校校舎新改 築 事 業

な でしこ公民館新 築事業

江陽中学校校舎改修事業

旭小 学校校舎改修 事業

崩
し
を
行
っ
た
結
果
、
残
高
は

百
四
十
四
億
二
千
百
四
十
六
万

円
と
な
り
、
全
体
で
は
前
期
と

比
べ
三
十

一
億
一
千
四
百
六
十

万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

都市環境づくり

公 共下水道設備事業 177億 5.236万円

平塚競技場施設買収事業 25億 9，489万円

都市計画街路整備 事 業 ( 八 幡 神 社 土 屋 線 、 平 塚山下線、

萩原 八幡線、日向岡トンネル) 24億 9，377万円

公園用地取得事業(金目親水、北金目、なでしこ 、其土

大塚山、総合公園) 22億 487万円

幹線道路盤備事業(金 目神 戸線 、真 土金 回線 )

7億 1，607万円

3億 2，346万円虹ケ浜西住宅建替事諜

湘南なぎさを
家内と歩く

遠藤実さん (袖ケ浜)

私
と
家
内
が
朝
の
散
歩
を

始
め
た
の
は
十
二
、

三
年
前

の
こ
と
だ
と
思
う
。
そ
れ
が

い
つ
し
か
習
慣
と
な
り
、
私

た
ち
の
生
活
の

一
部
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

散
歩
道
は
、
ま
ず
杏
霊
堂

病
院
の
南
側
か
ら
湘
南
海
岸

公
園
、
平
塚
学
園
北
側
を
通

る
。
十
字
路
を
曲
が
り
、
ハ

ー
フ
ァ
ン
ド
ト
ッ
プ
を
抜
け

て
国
道

一
三
四
号
線
の
横
断

歩
道
を
渡
り
海
岸
に
出
る
。

そ
こ
か
ら
西
に
向
か
う
と
、

湘
南
な
ぎ
さ
プ
ラ
ン
で
地
域

住
民
、
中
学
・
高
校
生
の

方
々
が
植
樹
し
た
散
歩
道
、

サ
1
フ
羽
ピ
1
チ
パ
レ
1
の

会
場
と
な
っ
た
ボ
1
ド
ウ
オ

ー
ク
へ
と
続
く
。
さ
ら
に
、

最
近
作
ら
れ
た
松
林
の
中
の

平
成
五
年
度
に
実
施
し
た
主

な
事
業
は
左
表
の
と
お
り
。

全
会
計
(
病
院
事
業
会
計
を

除
く
)
の
予
算
総
額
は
、
日
向

岡
ト
ン
ネ
ル
第
一
期
整
備
事
業

や
平
塚
競
技
場
改
修
に
伴
う
経

費
な
ど
を
追
加
し
た
結
果
、
一

千
六
百
三
十
三
億
八
千
二
百
九

十
三
万
円
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
前
年
度
の
最
終
予
算
現
額

と
比
較
す
る
と
一

・
五
軒
の
増

と
な
る
。

な
お
、

一
般
会
計
で
は
、
行

政
水
準
の
高
低
を
現
す
と
い
わ

れ
る
投
資
的
経
費
の
割
合
が
、

三
三

・
六
軒
と
な
り
、
昨
年
同

期
と
比
較
し
て
四

・
四
ポ
イ
ン

ト
増
え
て
い
る
。

競在市

;j禁法:繁栄療後義務象業;::;じれ22
火一成年
葬般六度
場会年に
の計五借
整で月り
備は末入
事平日れ
業塚現た

私
の
好
き
な

散

歩

道

• 

• 

板
張
り
散
歩
道
を
通
り
、
再

び
国
道
を
渡
っ
て
自
宅
に
帰

る
。
こ
の
行
程
で
八
千
歩
強

の
散
歩
を
し
て
い
る。

晴
れ
た
自
に
は
、
雄
大
な

富
士
が
眺
め
ら
れ
、

海
の
向

こ
う
に
は
速
い
大
島
が
間
近

に
見
え
る
。
朝
の
な
ぎ
さ
の

さ
わ
や
か
な
調
べ
、
小
鳥
の

楽
し
そ
う
な
合
奏
を
聞
き
な

が
ら
植
樹
林
の
問
を
歩
い
て

行
く
。

出甘
か
ら
耳
に
か
け
て

は
、
浜
昼
顔
や
朝
顔
が
咲
き

乱
れ
、
月
見
草
が
澄
ん
だ
黄

色
の
花
を
咲
か
せ
て
い
る。

こ
の
よ
う
な
楽
闘
の
中
を

家
内
と
取
り
留
め
の
な
い
話

を
し
な
が
ら
散
歩
を
楽
し
め

る
の
も
、
平
塚
に
住
む
者
の

特
権
だ
と
思
い
、
毎
日
、
心

地
良
い
汗
を
流
し
て
い
る
。

。

〈募
集
〉
日
常
親
し
ん
で
通

る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
五
百
字
程

度
の
紹
介
文
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

。
送
り
先
〒
加
平
塚
市
浅

間
町
9
1
1

平
塚
市
広
報

広
聴
課

「私
の
好
き
な
散
歩

道
」
係

BS勝ち抜き歌謡選手権NHK公開録画友好都市花巻まつり市民ツアー

-出場者の募集(中学生以上)
得耳まな幽 3幽を 2コーラスずつカセットテー
プに吹き込む。テープには曲名とオリジナル
歌手名、別紙に住所、氏名、年船、職業、句
話番勾ーを記入レ写真を同封して、 8月 4 8 
{木}までに「〒 231繍浜市中区本町 1・ 4NH
K横浜放送局BS歌硲選手権出場希ffiJ係へ

内
:nv 

8月28日(日)
午後5時30分間演

会場市民センター
・ゲスト出演 小林幸子、長山洋子

・観覧募集
入場希望者は、 8月12臼(金)までに往

復はがき(1人 1枚)に住所、氏名、電

話番号を記入して「〒254平 塚市見附町

15ー 1市民センタ-BS勝ち抜き歌謡選

手権J係へ。多数の場合は抽せん

・問い合わせ市民センター句隠32-2235

NHK繍浜放送局電話045-211-0418

日時

交流親善醜(内線 597)-問い合わせ
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貌務多多額務務委援
807憶4544万円

市債7.6%県支出金4.0%

広報ひらつか

風 にそよぐ濠牽けんらんな竹飾り

平成6年フ月15日

ミス七夕の さわやか な笑顔

(5) 

その他は議会費、労働皆、商工費、
賭支出金、予備費

第
四
十
四
回
湘
南
ひ
ら

つ
か
七
夕
ま
つ
り
が
、
七

月
七
日
か
ら
十
一
日
ま
で

聞
か
れ
ま
し
た
。
ベ
ル
マ

l
レ
平
塚
や
湘
南
ナ
ン
バ

ー
を
テ
ー
マ
に
し
た
豪
華

な
竹
飾
り
が
通
り
を
彩
り

人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

よ くみえるかな
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: ~砂4・・・・・・・4・4・4・・.・・・・・・・・・・4・・・4・・・.・・・4砂
: 土 ・ 日曜日 9 時~16時50分 ・会場災術館アトリエ ・前庭

:@参 考 室 の案内 夏休み期間は指定席 i ・材料費 ハンカチーフ代400円

(70府)となる。社会人専用席は別に

設ける。また 3階の会械室をi臨時学習 j会 市民アートギャラリー

府 (40席)とするのでご利用を。 【第 17田平塚市展】

。 中央図書 館 : ・期間 7月16日(土) ~31 臼(日)
〒 254浅間町12-41 電 話31ー0415 : 【第 12回神奈川県筆友笛道連盟公募展】

・期間 8月 4日(木) ~ 7円(口)

【ひまわりの会展】

・期間 8月10日(水) ~16 日 (火)

会 ワークショ ップ j 【回心流画道本荘奏心教室発表展】

・期間 8月10日(水) ~14 日(口)
藍色の糸で小さなタペストリーを作 ・ : 

:0美術 館
る。会 3因。

干 254西八幡1-1-3 包括35ー 2111
・日 時 8月 6日(土)、 10月 7日(金〉、

。 7月24日(日) 10時、 14時 、 中 央 館 : 9目(日) 10時~16時30分
「つるにのって:J30分 : ・会場 笑 術 館 ア ト リ エ 他

「おかあさんの木J22分 ; ・定只 高校生以上20人(多数抽せん) : ー

。 8月 7日 (日) 10時、 14時、中央館 j・教 材 費 3000円程度 ;会 」ど もバ ドミ ント ン教 室

「みいちゃんのてのひらJ24分、 「お j・申し込み 往 復 は が き に ワ ー ク シ ョ j バドミントンの基本的なルー ルや技

こりじぞうJ27分 jッブ名、住所、氏名、官話番号を記入 :術を党えよう。全 4回

。 8月 14日(日) 10時、 14時、中央館 jのうえ災術館へ(締め切りは 7月27日) :・日時 8月 6B (土) ~27 1::3 (土)

「もうひとつのヒロシマ」ピデオ58分 : j の毎週土昭巳、 10時~12時
。 中央館夏休み期間 (7 月 21 口~8 月 ;合 ふらつとワークショップ :・会 場 背 少 年 会 館 剣 道 場

30日)の開館時間 ; 藍の築でハンカチーフを染めよう。 ・定員 小学生 4 年生~6年生20人
・こども室 火~日昭円 9 時~16時50 :その場でど なたでも参加できる。所要 ;・持ち物 ラケット、体育館シュ ー ズ

分 ;時間は約30分。お気軽にどうぞ。 ・貨用 200円(保険代)

・貸出室 ・参考室 火~木昭臼 9時 j・日時 8月 7日(日)、 11日(柄、 14 :・申し込み 7月 30臼までに直接また

~17時50分、金曜日 9 時~18時50分、 ;日(日) 10時~15時(随時) :は電話で腎少年会館へ(先活順)

・4砂・.・4・・・・・・・・・・4・4・.・.・・・.・4・・・・・・4・・・4・・・.・.・.・・・・・・・・.・・.~・・.......・・4・4砂・4砂4砂

電話32ー 7029

量己ヨ・lIo__ ・E遇

1982年から12年岡市内で300件を超

える発掘調査が行われた成果を紹介。

・期間 7 月20日(水) -8月30日

(火)

-会場 博物館特別展示室 (入場自由)

【記 念 講演会】

・テー マ 古代への扉ースライドでみ

る発掘必前線

-日時 8月 6白

玉子
.会場

(土) 13時-15時30

。青少年会館

干 254浅 間町12-41

おばあちゃんもうきうきあっち にも大きな飾りがあるよ

会人形跡IJrこびとのくつやj

劇団ちろりんの出演によるこども人

形劇。ぜひご鑑賞を。

・日 時 7月27日(水) 10時 30分、 14

時 30分{午前と午後 2回上演)

・会場 中央図曾館 3階ホール

・入場券 当日乙ども室で午前と午後

それぞれ20分前に配布(先指各130人)

合平和図書展示会

-日時 7 月 15日(金) ~8 月 21 臼(日)

9 時~16時50分

・会場 中央図曹館貸 出 釜

E図・・E言ヨ・・3ヨ

l美 術館[ 博物館講堂(入場自由)

(火) - 9月20円

自由研究のテーマの設定、研究の進

め方など、気軽に相談してみよう。

・日時 7月27日(水)、 8月23日{火)

9 時~12時

・会 場 博 物 館 科 学 教 室

・対象 小・中学生(参加自由)

O博 物 館

〒254浅 間 町12-41 7包括33-5111

-期間

t火)

・会場博物館 1階寄贈品コーナー

【遺跡見学会】

・日時 8月21日 (臼) 14時~15時
・場所岡崎地区

-参加料無料

会自由研究相談会

食発掘調査速報展

8 月 2 臼

EEρ~tEV~ヨ

食映画会

@ 7月 17日 (日) 10時 、 14時、 中 央 館

「二十四の臨J77分

公平和映画会


	205
	206
	207
	208
	209
	210
	211
	212



